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4回以上出席で0.5 講座武蔵野地域五大学共同講演会 2011

ともに学び、つなぎあう　ひと・まち・文化　PartⅡ
①基調講演

「脳卒中の予防と治療そして障害との共生」

日時：平成 23 年 9 月 29 日（木）午後 6 時 30 分～ 8 時

会場：武蔵野公会堂（定員 350 名）

講師：富田博樹（武蔵野赤十字病院　院長）

～命と健康を、自らの努力と地域の医療・行政のネットワークで守る～

　脳卒中は三大死因の一つであり、手足や知性に障害を残す最大の病である。その予防法はすでに確立したもの
があり、その遵守は市民の義務でさえある。さらに脳卒中は病院を越えた多くの医療の専門職が協力して治療に
当たることの有効性が明らかになり、その上に介護福祉の協力体制が地域に作られる必要がある。これら医療機関・
行政・介護・福祉のネットワークの重要性に気づき、１０年前から武蔵野市を中心にこのネットワークが構築され、
現在東京都におけるモデルとされている。その経過と現状、そして未来につき述べる。

申込方法は次ページ⇒

～基調講演　講師略歴～
1948 年生まれ。東京医科歯科大学医学部医学科を 1973 年 3月に卒業。武蔵野赤十字病院脳外科、New York University 
脳外科にて研修後、頭部外傷・脳腫瘍・脳卒中を専門とした医師となる。その後、東京医科歯科大学脳外科助手、武蔵野赤
十字病院救急部長、武蔵野赤十字病院脳神経外科部長、武蔵野赤十字病院副院長を歴任後、2008 年 1月から武蔵野赤十字
病院の院長を務める。
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武蔵野大学講演
「老後の生き方を探る」－セルフケアしながら挑戦的に－②

■日時：10月 18日（火）午後 1時～ 2時 30分
■講師：鳴海　喜代子（看護学部教授）
　現在日本は、少子高齢化、あるいは超高齢社会といわれております。これまでの老後の生き方に対する人々の取り
組みは、個人差はあるものの、比較的消極的な、あるいは受動的な立場をとりつつ、過ごされてきたように受け止め
られます。私自身が、老年看護学という分野における教育と研究の経験の中で学びつつとらえた、これからの新しい、
あるいは、挑戦的な生き方とはどのようなものであればいいのか、看護学の視点から、考えてみたいと思います。

定員 100名

東京女子大学講演
「紐を結んで数学を」④

■日時：11月 1日（火）午後 2時 55分～ 4時 25分
■講師：新國　亮（現代教養学部准教授）
　私たちは、生活の中で紐どうしを結び合わせたり、また , 紐でものを括ったりする作業を無意識のうちに自然に行
なっています。この「結ばる」「絡まる」「ほどける」といった現象を研究する学問があります。しかも用いる道具は
数学です。これを「結び目理論」といい、日本の中等教育では扱われない幾何学の一分野です。本講演では、この結
び目理論について、具体例を多く織り交ぜながら、できるだけ予備知識のいらない解説を試みます。

定員 100名

亜細亜大学講演
「旅と旅行―人と旅の歴史を振り返る」③

■日時：10月 21日（金）午後 2時 30分～ 4時
■講師：安田　彰（経営学部教授）
　人類がこの地上に現れたのは今から 5万年もしくは 7万年前といわれている。その地アフリカから人類は世界各
地に散らばり今日に至っている。「移動」を「旅」と考えるのなら、人類の発展は旅そのものともいえよう。何が人
をして旅に誘うのか？高度の情報化社会とともに旅は終焉するのか？また旅と旅行はどう違うのか？旅にまつわるさ
まざまな思いをご一緒に考えてみたい。

定員 100名

成蹊大学講演
「方丈記の災害体験」―鴨長明は災害に対してどう生きようとしたか―⑤

■日時：11月 4日（金）午後 3時 30分～ 5時
■講師：浅見　和彦（文学部教授）
　今年の３月、東日本は大きな地震に見舞われました。大津波は 10ｍの防波堤をたやすく破壊し、科学の粋を集め
ていたと思われる原発は世界最悪の事故となり、今なお続いています。人間は自然の猛威に勝つことはできません。
鴨長明は大火、竜巻、飢饉、地震など、大きな災害を体験しました。長明は悲惨な被害をまのあたりに、人はどうあ
るべきか、どう生きていくべきかを真剣に問いました。『方丈記』を読んで、長明の答を知りたいと思います。

定員 120名

日本獣医生命科学大学講演
「飼料と畜産食品の安全性」～食料生産の国際化に向けて～⑥

■日時：11月 11日（金）午後 6時～ 7時 30分
■講師：木村信熙（応用生命科学部教授）
　私たちは多くの畜産物を消費しています。畜産食品を生産するために、私たちは動物を飼育しその命をいただいて
います。またその動物を飼育するためには、飼料として穀物なども給与しています。畜産物は穀物などの生物資源を
動物経由で食品に変換したものですから、食料生産の効率からいえば不経済かもしれません。さらに動物を経由した
食品の安全性は、直接食べる食品よりはその確保が複雑で困難になりがちです。食料生産を国際的な視野で見ると、
経済性と安全性に対する考え方には、それぞれの国の事情を反映して多様性があることがわかります。この講義では
日本の畜産物の生産について、生産技術と安全性確保の手法の独自性について、動物栄養学、家畜飼養学の立場から
世界を眺めながら考えます。

定員 100名

※②～⑥の講演会場は、各大学になります。
費　　用：無料　☆定員を超えた場合抽選となります。
申込方法：往復ハガキ（住所、氏名、電話番号、年齢、性別、参加希望の講演番号〈複数可〉も明記。1人 1枚）
　　　　 または返信用ハガキを持って直接武蔵野プレイス内武蔵野地域自由大学事務局「共同講演会」係へ。  
　　　　 武蔵野市文化・スポーツ・生涯学習ネット（http://www.musashino.or.jp/musashinonet.html）
　　　　 からも申込み可。自由大学生は電話でもお申込みいただけます。

武蔵野地域五大学共同講演会 2011

締切　平成 23 年 9月 9日（金）必着
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自由大学履修対象　大学公開講座
各講座とも事前申込み不要の無料講座です。会場に直接ご来場ください。
問合せは各大学まで。

＜日本獣医生命科学大学　後期総合文化講座「食の安全性を探る」＞　

■曜日・時間：金曜日・午後 4時 20分～ 6時　　　　　■会　場：日本獣医生命科学大学第一校舎B棟 312教室
■定　　　員：100名（先着順）　　　　　 　　　　　　■問合せ：地域社会生涯学習委員会【TEL　0422-31-4151】

回 月 日 演 題 講 師 

1 10 月 21日 今話題の腸管出血性大腸菌 （O-157, O-111, O-104）による食中毒 
島田 俊雄 
（日本獣医生命科学大学 客員教授） 

2 10 月 28日 放射能（原発事故）と震災廃棄物と食の安全（一日も早い復興を祈って） 
鈴木  明  
（（独）国立環境研究所 企画部 環境科学専門員） 

3 11月 18日 食品の衛生管理―調理加工から食卓まで（HACCP） 
山本 茂貴 
（厚生労働省国立医薬品食品衛生研究所 食品衛生管理部長） 

4 11 月 25日 食用家畜を脅かす近年の感染症と食の安全性 （口蹄疫、鳥インフルエンザ） 
吉村 史朗 
（農林水産省消費安全局 動物衛生課 食品安全情報分析官） 

3回以上出席で0.5 講座

＜亜細亜大学　街づくり未来塾＞

■曜日・時間：月曜日・午後 2時 30～４時　　　　　　　　■会　場：亜細亜大学２号館２階２２７教室
■問　合　せ：地域交流課【TEL　0422-36-2469】

回 月 日 演 題 講 師 

1 11 月 21日 「武蔵野プレイス」オープン ～まちに起こった変化～（仮題） 
前田　洋一 
（武蔵野市立ひと・まち・情報 創造館 武蔵野プレイス館長） 

2 11 月 28日 武蔵野市の魅力・武蔵境の魅力（仮題） 武藤 毅（武蔵野市観光推進機構  事務局長） 
3 12 月  5 日 農業ふれあい村 ～農とまちづくり（仮題） 齋藤 瑞枝（武蔵野農業ふれあい村  代表） 
4 12 月 19日 参加者討論会※各回の講師参加（可能な方） 栗田 充治（「街づくり未来塾Ⅱ」担当教授） 

3回以上出席で0.5 講座

＜武蔵野大学　後期日曜講演会＞　

■曜日・時間：日曜日・午前 10時～ 11時 30分　　　　　■会　場：武蔵野大学５号館（グリーンホール）
■問　合　せ：総務課 【TEL　 042-468-3114】

回 月 日 演 題 講 師 
第 533 回  9 月 18日 仲間とは誰か―人類の歴史と宗教― 松田 愼也（上越教育大学大学院学校教育研究科教授） 
第 534回 10 月 16日 古代人の信仰―万葉人と死― 並木 宏衛（武蔵野大学名誉教授） 
第 535回 11 月 20日 世俗と真宗 野村 伸夫（京都女子大学発達教育学部教授） 
第 536 回 12 月 18日 法然聖人と親鸞聖人―師と弟子― 川添 泰信（龍谷大学文学部教授） 

第 537回 H24年 1月  8 日 釈尊と苦行、その悩ましい関係 石上 和敬（武蔵野大学准教授） 

第 538回 H24 年 2月 19日 武蔵野大学の将来 寺崎 修（武蔵野大学学長） 

前期と合わせて７回以上出席で1 講座

＜成蹊大学　後期公開講座「未来へのこみちー成蹊卒業生からのメッセージ」＞　

■曜日・時間：土曜日・午後 1時 30分～ 3時 30分　　　　■会　場：成蹊大学 4号館ホール
■問　合　せ：企画運営課【TEL　0422-37-3535】

回 月 日 テーマ 講 師 

1 11 月 12日 時代の変化への対応 ―企業として、個人として 
上原 明 
（大正製薬株式会社 代表取締役会長兼社長／成蹊小学校・中学・高等学校卒業生） 

2 12 月  3 日 電気エネルギーの品質（仮） 瓜生 芳久（理工学部教授／工学部電気工学科卒業生） 

3 12 月 10日 「夜桜お七」の秘密 ～短歌から歌謡詞へ 
林 あまり 
（歌人・演劇評論家・「夜桜お七」作詞者／文学部日本文学科卒業生） 

4 12 月 17日 本か電子か： 電子書籍で変わる読書と書店の役割 
高井 昌史 
（株式会社紀伊國屋書店 代表取締役社長／法学部卒業生） 

3回以上出席で0.5 講座
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事務局からのお知らせ

　7月 5日発行の自由大学通信Vol.31 でお知らせしましたが、『武蔵野市文化・スポーツ・生涯学習ネッ
ト』をご利用の際の暗証番号は便宜的に生年月日の下４桁となっています。

暗証番号＝生年月日の下 4桁（初期設定）
例）5月 1日生まれ→　０５０１

　暗証番号は 8月 14日以降、下記の方法で変更することができます。お早目の変更をお勧めしており
ます。なお、ＩＤ（利用者番号）は自由大学の学籍番号と同じです。

パスワード変更手順

武蔵野生涯学習振興事業団HP
http://www.musashino.or.jp/index.html

下段「施設予約」をクリック

⇒

ページ中段の
「施設予約システムのページ」をクリック

⇒

「ID」・「パスワード」を入力し
「ログイン」をクリック

「利用者個別設定」をクリック

⇒

＜文化・スポーツ・生涯学習ネットでの暗証番号変更について＞
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⇒

「パスワード変更」をクリック 新パスワードをご入力ください

＊＊備考＊＊
今回の利用者番号・パスワードを利用し、武蔵野市の体育施設、自然の村、武蔵野プレ
イスなどの施設利用申し込みができる「武蔵野市 文化・スポーツ・生涯学習ネット利用
者カード」（図書カードとは異なります）をおつくりいただけます。ただし、事前に利用
を希望される施設の窓口で、本人確認書類（免許証・保険証・住民票等）をご提示の上、
施設利用者登録（個人登録）をする必要があります。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ先　　公益財団法人　武蔵野生涯学習振興事業団

武蔵野総合体育館　TEL　0422-56-2200
武蔵野プレイス　　TEL　0422-30-1901
ＨＰアドレス　　　http://www.musashino.or.jp

事務局からのお知らせ

＜自由大学講座について＞

武蔵野地域自由大学では自由大学生対象の『自由大学講座』を
年 1－2回実施しております。
今年度は１０月１５日号市報に掲載予定です。ご期待ください。
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大学掲示板コーナー
自由大学履修対象ではありませんのでご注意ください。

■会　場：亜細亜大学 2号館 3階２３６教室　　　　　　　　　　■問合せ：銀青会（岩崎）56 -1087
☆入場無料・事前申込不要。当日直接会場へお越しください。

＜亜細亜大学　銀青会公開講座＞
月 日 演 題 講 師 

9 月 22日（木）午後 1時～3時 中国の社会をどう見るか！ 小林 熙直（アジア研究所教授） 

月 日 演 題 講 師 

9 月 24日（土） 

いのちと宗教  田中 智彦（東京医科歯科大学准教授）  
古代のインド、仏教の未来 馬場 紀寿（東京大学准教授） 
浄土真宗の課題と展望 高田 文英（龍谷大学専任講師） 
コーディネーター 爪田 一壽（武蔵野大学講師） 

＜武蔵野大学　仏教文化研究所シンポジウム「仏教・浄土真宗のこれから」＞

■時　間：午後 1時 30分～ 5時　　　　　　　　　　　　　　■会　場：武蔵野大学グリーンホール
■問合せ：仏教文化研究所【TEL　042-468-3145】
☆入場無料・事前予約不要。当日直接会場へお越しください。

＜武蔵野大学　能楽資料センター公開講座「能・狂言と近代国家」＞

■時　間：午前 10時 40分～ 12時 10分　　　　　　　　　　■会　場：武蔵野大学雪頂講堂
■問合せ：能楽資料センター【TEL　0422-52-6618】
☆入場無料・事前申込不要。当日直接会場へお越しください。

回 月 日 演 題 講 師 

1 9月29日（木） 「近代梅若実の日清・日露戦争」 ―明治 20年～30年代― の梅若実日記から 氣 多恵子（近世日本文学研究家） 

2 10月 5日（水） 「明治演劇史の中の能・狂言」 ―明治末から大正にかけて 

山本 東次郎（能楽師・狂言方大蔵流） 
渡辺 保（演劇評論家） 
羽田 昶（武蔵野大学客員教授） 

＜武蔵野大学　仏教文化研究所『「親鸞の願いに聴く」ー750大遠忌を迎えて』＞

■曜日・時間：土曜日・午後 1時 30分～ 3時　　　　　　　　　■会　場：武蔵野大学グリーンホール
■問　合　せ：仏教文化研究所【TEL　042-468-3145】
☆入場無料・事前申込不要。当日直接会場へお越しください。

回 月 日 演 題 講 師 

1 10 月 1日 いのちのバトンタッチー映画「おくりびと」に寄せて 青木 新門（作家・詩人『納棺夫日記』の著者） 

2 11月 5日 親鸞の伝記から見えてくるもの 石上 和敬（武蔵野大学准教授） 

武蔵野地域自由大学事務局
〒180-0023
武蔵野市境南町 2-3-18　武蔵野プレイス 3階自由大学事務局
TEL　　　0422-30-1904
FAX　　　0422-30-1960
E-mail　　jiyu-daigaku@musashino.or.jp
休館日　　水曜日、第 3金曜日（第 3金曜日の属する週の水曜日は開館）
　　　　　年末年始、図書特別整理日
　　　　　※9月 22日までは節電のため木曜日も休館

武蔵境駅南口　徒歩 1分
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